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1111 はじめにはじめにはじめにはじめに    

    楽器演奏において，身体動作や身体感覚など

のスキルを言葉で表現することは一般的に難し

く，特に楽器演奏を始めたばかりの初学者は，

指導者の言葉からスキルを理解することが困難

である．この困難を解消する試みとして弦楽器

演奏を対象に，身体動作を定量化する取組みが

行われている[1,2]．文献[1]は弦楽器演奏にお

いて理想とされる身体動作のスキルを力学的モ

デルにより言語化するアプローチである．また，

文献[2]はバイオリン演奏において，熟練者の演

奏動作の定量化と音色表現語に対するイメージ

の関係を分析し，演奏における感性の影響を明

らかにしている．これらの研究は熟練者の身体

動作を観測することでバイオリンのスキルを定

量化している． 

 我々は指導者の視点に着目しており，バイオ

リン演奏の初学者を対象に，指導者が姿勢に対

してどのように評価しているのかを明らかにす

るため，指導者の評価に基づく定量的な評価尺

度を検討している[3]．本稿では，姿勢の測定に

よる基本姿勢の定量化と初学者のバイオリンを

構えた姿勢に対する指導者の評価を重回帰分析

することで，バイオリンを構えた際の姿勢評価

モデルを検討する． 

2222 バイオリン指導者の評価方法についてバイオリン指導者の評価方法についてバイオリン指導者の評価方法についてバイオリン指導者の評価方法について    

 我々は，バイオリン初学者を指導する際，腕

の角度や体の向きなどのバイオリンを構えた基

本姿勢について着目する．このバイオリンを構

えた基本姿勢とは，体のねじれ，右腕の動き，

弓の動き，バイオリンと体の位置関係などであ

り，これらからバイオリンを構えた姿勢に対す

る指導者の評価を説明することができると示唆

している[3]． 

そこで，本稿ではバイオリンを構えた基本姿

勢を定量化し，指導者の姿勢に対する評価方法

のモデル化について検討する．具体的には，図 1

に示すようにバイオリンを構えた姿勢を測定し， 

 

 

 

 

図図図図 1111：評価モデルの構想：評価モデルの構想：評価モデルの構想：評価モデルの構想    

得られた姿勢パラメータから姿勢についての評

価を算出する姿勢評価モデルについて検討する．

実験手順は，初学者のバイオリンを構えた姿勢

に対する指導者の評価についてヒアリング調査

を行う．調査によって得られた指導者の姿勢に

対する評価と姿勢の測定により得られた姿勢パ

ラメータで重回帰分析を行い，構築した姿勢評

価モデルでバイオリンを構えた姿勢の評価を算

出できるか確認する． 

3333 姿勢評価モデルの構築姿勢評価モデルの構築姿勢評価モデルの構築姿勢評価モデルの構築とその検証とその検証とその検証とその検証    

3.13.13.13.1 指導者による姿勢評価指導者による姿勢評価指導者による姿勢評価指導者による姿勢評価    

    指導者から初学者のバイオリンを構えた姿勢

に対する評価を得るために，バイオリンを構え

た初学者の静止画像を用いてヒアリング調査を

行った．ヒアリング調査は，指導歴 10 年の指導

者 1 人を評価者とし，バイオリンを構えた静止

画像から姿勢について評価および，評価に対す

る解説を行なってもらった．ヒアリング調査は，

文献[3]で抽出した立ち方，バイオリンと体の関

係，弓とバイオリンの関係についての観点別評

価および，総合評価を 10 段階評価としてアンケ

ートで行った．また，評価したポイントをアン

ケート内の画像でマーキングしてもらった．ヒ

アリングに用いた静止画像は，初学者 16 名のバ

イオリンを構えた姿勢とした． 

3.23.23.23.2 重回帰分析を用いた評価モデルの構築重回帰分析を用いた評価モデルの構築重回帰分析を用いた評価モデルの構築重回帰分析を用いた評価モデルの構築    

    我々は，図 4 に示すバイオリンを構えた際の

姿勢評価モデルを構想している．姿勢の観点別

評価は，表 1 に示す姿勢のパラメータに対して

重みがあり，各パラメータとそれに対応した重

みの総和を取ることで算出できると考えている．

また，総合評価は，観点別評価とそれに対応し

た重みの総和をとることで算出できると考える．

そのため，重みを明らかにするために重回帰分
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析を用いる．姿勢のパラメータに対する重みを

明らかにするため，観点別評価を目的変数，姿

勢のパラメータを説明変数とした．また，観点

別評価の重みを明らかにするため，総合評価を

目的変数，観点別評価を説明変数として重回帰

分析を行った．さらに，姿勢評価モデルを指導

者の評価方法により近づけるため，変数減少法

を用いて影響度の少ないパラメータを取り除き，

姿勢評価モデルの最適化を行った. 構築した姿

勢評価モデルを式(1)から式(4)に示す． 

 

 

総合評価のモデルから，基となった指導者がバ

イオリンを構えた姿勢においてバイオリンと体

の関係の観点を他の観点より重点的に評価して

いる傾向が見られた． 

 

図図図図 4444：評価モデルの構想：評価モデルの構想：評価モデルの構想：評価モデルの構想    

表表表表 1111：姿勢のパラメータ：姿勢のパラメータ：姿勢のパラメータ：姿勢のパラメータ    

変数名変数名変数名変数名    姿勢のパラメータ姿勢のパラメータ姿勢のパラメータ姿勢のパラメータ    

X
1 

体のねじれ 

X
2 

頭の傾き 

X
3 

左肘の角度 

X
4 

左手首の位置 

X
5 

左手首の高さ 

X
6 

バイオリンの傾き 

X
7 

バイオリンの向き 

X
8 

弓と弦のなす角度 

X
9 

右手首の位置 

X
10 

サウンディングポイント 

3.33.33.33.3 姿勢姿勢姿勢姿勢評価モデルの検証評価モデルの検証評価モデルの検証評価モデルの検証    

    前節で構築した姿勢評価モデルを検証するた

め，初学者 5 名のバイオリンを構えた姿勢につ

いて指導者に前節 3.1 と同様のヒアリング調査

を行い，指導者の評価を得た．また，ヒアリン

グ調査の対象とした初学者 5 名の姿勢を測定し，

得られた姿勢パラメータから姿勢評価モデルで

姿勢に対する評価を算出した． 

表 1 に指導者と姿勢評価モデルによって算出

した姿勢の評価の比較を示す．比較した結果，

指導者の評価と近い傾向が姿勢評価モデルから

見られた．このことから，姿勢評価モデルのプ

ロトタイプが完成したと考える．しかし，本稿

では 1 人の指導者の主観的な評価のため，客観

的な評価を得るために複数の指導者による評価

を姿勢評価モデルに導入する必要がある． 

表表表表 1111：評価モデルの検証結果：評価モデルの検証結果：評価モデルの検証結果：評価モデルの検証結果    

 

4444 まとめまとめまとめまとめ    

本稿では，初学者のバイオリンを構えた姿勢

に対して１人の指導者がバイオリンと体の関係

の観点を重点的に評価していることを明らかに

した．具体的には指導者の姿勢に対する評価に

ついて重回帰分析を用いて姿勢評価モデルを検

討し，姿勢の評価に対する姿勢パラメータの影

響を定量化することができた．  
 今後は，複数の指導者により姿勢の評価を行

なってもらい詳細な検証を行う．  
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